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1. はじめに
Web上に存在する大量のデジタルコンテンツを有効利

用するため、テキストや音楽などのコンテンツに対して
メタ情報 (アノテーション)を付与し利用する研究 [1][2]
が盛んに行われている。これらの研究から、コンテンツ
のセマンティクスを考慮してアプリケーションを実現す
る重要性、セマンティクスを扱うためにはそのコンテン
ツの詳細な構造情報を扱う必要があることが読み取れる。
一方、言語学におけるプラグマティクス (語用論)の分

野では、文のセマンティクスを把握するためには、その
文を捉える人の解釈を考慮する必要があるとしている。
例えば表層的に複数の意味を持つ文であっても、実際に
その文を人が解釈することで一つの意味を見出すことが
できる。これは言語に限らず、映像、音楽、絵画などの
コンテンツにも当てはまると考えられる。
音楽を例にすると、楽曲のグルーピング構造と拍節構造

を分析する手法である GTTM(Generative Theory of Tonal
Music)[3]は複数のルールにより楽曲の構造化を行う手法
であるが、ルール適用に関して厳密な定義がなされてい
ないため，必ずしも一意の解を求めることができない。そ
こで浜中ら [4]は GTTMの計算機モデルとしてルールの
優先順位を決定するパラメータを導入した。実際にパラ
メータを決定するのは人であり、多様に存在する解釈の
中から人がセマンティクスを決定する例であるといえる。
コンテンツの詳細な構造に関する多様な解釈を扱うた

めには、いくつかの問題点を解決しなければならない。
コンテンツの内部構造を詳細に記述するメタデータ形式
[5][6] は、コンテンツの種類に依存しており互換性に乏
しく、異種類のコンテンツを同時に利用した処理には適
さない。一方、異種類のコンテンツを横断するメタデー
タの記述形式として RDF[7]が提案されているが、コン
テンツ自体の記述形式が XMLでなければ、そのコンテ
ンツの構造情報を記述できないという強い制限が存在し、
一意の解釈や定義のみを扱う形式であるため同一リソー
スに対する多様の解釈を扱うことに適していない。
そこで我々は、任意のデジタルコンテンツにおける詳

細な構造に関する多様の解釈を統一的に扱うためのプラッ
トフォームとしてAnnphony(アンフォニー)を構築してい
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る。Web上の多くのユーザからライトウェイト・アノテー
ションとしてコンテンツへの多様の解釈の収集を支援す
る。また、コンテンツのセマンティクスとしての構造を
アノテーション群により表現するメタコンテンツを提案
する。Annphony は各コンテンツに対するメタコンテン
ツの生成と利用に関しても支援を行う。
本稿では我々が構築しているアノテーションプラット

フォーム Annphony におけるデータ形式について延べ、
Annphonyによるメタコンテンツの生成とそれがもたら
す効果について述べる。

2. Annphony
2.1 アノテーションとスキーマの形式
任意のデジタルコンテンツの内部構造に関する多様な

の解釈を記述するためには、1．任意のコンテンツのセグ
メントを指し示し、2．指し示したセグメントに対する複
数の解釈を記述できなければならない。また多種多様な
コンテンツを横断する応用を実現するために、3．既存の
アノテーション定義を効率的に利用し、柔軟に新たな定
義を記述できる必要がある。Annphonyではこの 3点を
以下に述べる手法で解決する。

コンテンツのセグメンテーション

コンテンツの詳細箇所を指し示す手段は、XPointer[8]
やURI time interval specification[9]などが存在するが、全
てのメディアを網羅できておらず、また例えば「ある楽
曲の、特定の時間区分に含まれる特定の楽器パート」と
いった、提案されている形式では指し示すことのできな
い例が多く存在する。そこで、任意のコンテンツの任意
のセグメントを指し示すことのできる柔軟な表現形式と
して ElementPointer を提案する。ElementPointer は以下
の形式をとる。

[Content URI]#epointer([List type]([Schema URI]
([arg1,arg2...]),([arg1,arg2...])))

コンテンツの URIに続き、#epointer 以降にコンテン
ツのどの部分を指し示すかを記述する。スキーマ URI以
降に続く引数の順序とそれぞれが表す意味は、RDF[7]の
スキーマ記述言語である RDFS(RDF Schema)[10]により
記述される。ElementPointerのスキーマの詳細について
は後述する。また ElementPointerでは、同一のコンテン



ツ内に限り、複数のセグメントをグループ化することを
許している。List typeにグループの種類を指定すること
で、複数のセグメントの集合を表す。List typeには、RDF
においてリストを表現する seq (順序付リスト)、bag(順序
無しリスト)、alt (代替表現リスト)のいずれかを用いる。
本形式により、代表的なコンテンツの構造化手法である
グルーピングを実現する。List typeの利用は任意である。
以下に ElementPointerの具体例を示す。

http://domain1/picture.jpg#epointer
(http://domain2/dim.rdfs#dim(10px,20px,30px,40px))

この例では、絵画・地図など、2次元で表されるメディ
アに対する ElementPointerをスキーマ URIにおいて 4つ
の引数 (X・Y座標、幅、高さ)により定義し、そのスキーマ
を用いて具体的な部分を表している。実際には URIとし
ての妥当性を保つため、スキーマのURIとそれに続く引数
の部分を URLエンコードする。計算機は ElementPointer
のURIと、その中に記述されているスキーマのURIを参
照することで、どのコンテンツのどの部分を指し示して
いるかを解釈する。
新たにElementPointerを定義する場合、ElementPointer

によって示されたコンテンツのセグメントを扱うための
ElementPointerプロセッサを同時に作成し、後述する El-
ementPointerスキーマへのアノテーションとして関連付
けることで、本プラットフォームにおいて該当するプロ
セッサを利用することができる。ElementPointerプロセッ
サは、指定されたセグメントの存在確認や、実際に指定さ
れた部分を取得するメソッド、また二つの ElementPointer
間の論理和、論理積、差にあたる部分の取得など、Ele-
mentPointerの演算を行うためのメソッドで構成される。

多様な解釈の記述

Annphonyで扱うアノテーションは ElementPointerで
規定したセグメント間の関係や、複数の解釈を多数のコ
ンテンツに対して記述するため、コンテンツやアノテー
ション同士の関係は複雑なグラフ構造になると予想され
る。そこで、アノテーションの基本形式にリソースの関
係を有向グラフで表現できる RDFを採用した。しかし、
RDFは一意の解釈や定義の記述を目的とした形式であり、
多様の解釈を記述することに適していない。
そこで Annphonyでは RDFを一部拡張してアノテー

ションを記述する。図 1に示すように、RDFでは主語・述
語・目的語の Tripleで記述するが、Annphony Annotation
はそれに加え、そのアノテーションの識別子であるアノ
テーション URIを持つ Quadで表現する。
図 2 は 2 つのリソースに対する印象アノテーション

の例である。アノテーションの指し先を表す<an:target>
タグと、RDF におけるコレクション表現のタグである
<rdf:Seq>、<rdf:Bag>、<rdf:Alt>のいずれかにより複
数のリソースに対するアノテーションを記述する。また、
アノテーション自体に Annphonyが発行する URIを持た

図 1: RDFと Annphony Annotationの違い

図 2: Annphonyにおけるアノテーションの例

せることで、同一の対象に対する複数の解釈情報の記述
を可能にしている。また同時に、不十分な解釈に追加情
報を記述するなど、アノテーションに対するアノテーショ
ンを可能にしている。

アノテーション定義

アノテーション定義を記述する形式として RDFSを採
用する。日付、後述するアノテータ URIや信頼度など基
本的なアノテーションを定義する基本アノテーションを
ルートとし、既存のアノテーションを継承して新しいア
ノテーションを定義する。アノテーション定義には、そ
のアノテーションの説明や、利用可能なプロパティとそ
のデータ型が記述される。図 3では、印象情報を文字列
型 (string)で記述するためのアノテーションを定義してい
る。基本アノテーションを継承しているため、そこで定
義されている日付やアノテータ URIなどのプロパティも
同時に記述できる。
データ型はXML Schema[11]で定義されている integer

や stringなどのプリミティブ型に加えて、XML Schema
において正規表現や列挙による型、単位付きの型などを
記述する SimpleTypeにより定義された型を利用すること
ができる。
多種多様なコンテンツを横断するアノテーションの獲

得のためには、Dublin Core[12]のようにコンテンツの種

図 3: Annphonyにおけるアノテーション定義の例



類に依存しない共通のプロパティを定義し、そのプロパ
ティをそれぞれのアノテーションで利用することが必要
となる。Annphonyではアノテーション定義に対してさら
にアノテーションを付与することで、アノテーション定
義の検索を支援する。
アノテーションの定義を登録する際、定義の作成者は、

定義者情報、自然言語による利用例などの説明、「Jazz」、
「ニュース」、「判例」など複数のタグによる適用可能なコ
ンテンツの列挙を行う。どのような場面においてその定
義が利用可能であるかという情報は、定義の作成者本人
が全て網羅することは困難である場合が多いため、定義
者以外の複数のユーザがそのスキーマに対して利用例や
タグなどのアノテーションを行うことも許している。ま
た ElementPointerの定義へのアノテーションの場合、上
記のアノテーションに加え 2.1節で述べた ElementPointer
プロセッサを指定する。
また Annphonyは上記のアノテーションに基づくアノ

テーション定義の検索機能を備える。任意のユーザは、
キーワードでの検索や、適用するコンテンツのタグ情報
から絞り込むことで容易に目的の定義を発見し、その定
義を利用したり拡張定義を記述する。
前節で述べた ElementPointerの定義も、アノテーショ

ンの定義と同様にRDFSで記述されるが、通常のアノテー
ション定義に加え、それぞれのプロパティの出現順序を
明示する。これは ElementPointerの URIで記述される引
数の順序を確定するためである。
コンテンツの詳細箇所を指し示す手段は、XPointerや

URI time interval specificationの他にも存在するが、幅広
い分野のユーザが必ずしもそれらを熟知しているわけで
はない。ElementPointer の定義の形式をアノテーション
定義と同様の形式にすることで、コンテンツの詳細箇所
を指し示す手段についても容易に検索し、利用・新規定
義をすることができる。

2.2 メタコンテンツの生成と利用

横断的にコンテンツのセマンティクスを扱うためのコ
ンテンツの表現手法としてメタコンテンツという概念を
提案する。メタコンテンツはあるコンテンツに関連し、
且つユーザに適合するアノテーション群により形成され、
コンテンツのセマンティクスを表現する。
以下に Annphonyにおけるメタコンテンツ生成の手順

を述べる。まずあるコンテンツに対して関連付けられた
アノテーションを検索し、さらにそのアノテーションに
関連付けられたアノテーションを順に辿ることでそのコ
ンテンツに関連するアノテーション群を取得する。アノ
テーション間の関係が複雑になり、再帰が収束しない場
合も考えられるため、実際には最大の到達ノード数を限
定する。
次に、あるコンテンツに関連するアノテーション集合

から、ユーザに合ったアノテーションを選択する。メタコ

ンテンツの生成の際に競合する解釈が複数存在する場合
には、その中から適切な解釈を採用する処理が必要にな
る。その最も単純な方法として、複数の競合する解釈の
中から最も適切なものをユーザがインタラクティブに選
出する手法が考えられる。しかし競合する解釈が多数存
在する場合や、そのユーザにとって未知のコンテンツが
対象である場合などは、一つ一つの解釈を選択するイン
タラクティブな手法が困難である。そこで各コンテンツ
対して付与された複数の解釈の中から、ユーザにとって
適切であるものを推論し、選択しなければならない。つ
まり、多数のアノテーションから何らかの指標によりア
ノテーションをフィルタリングしなければならない。そ
こで我々はアノテーションの基本的なフィルタリング指
標として、以下のパラメータを提案する。
• ユーザの類似度
• アノテーション信頼度
• 同値の解釈の割合
• アノテーション数
情報フィルタリングの手法の一つとして協調フィルタ

リング [13]が存在する。類似するユーザが推薦するコン
テンツは、そのユーザにとってもよいコンテンツである
場合が多く、コンテンツ推薦手法として有効であるとさ
れている。アノテーションのフィルタリングに関しても
同様に協調フィルタリングの手法が有効ではないかと考
えた。

Web上のユーザからの収集するライトウェイト・アノ
テーションを扱うためには、その信頼性を判断する必要
がある [14]。そこで各アノテーションに「信頼度」プロパ
ティを付与し、フィルタリング指標の一つに採用する。信
頼度の算出に関しては、文献 [15]において定義された手
法を採用した。本手法ではアノテーションを付与するア
ノテータの信頼度を利用してアノテーションの信頼度を
算出する。そのため Annphonyではそれぞれのアノテー
タに URIを持たせ、そのプロファイルをアノテーション
として管理する。また全てのアノテーションにアノテー
タ情報を付与する。
またコンテンツの推薦度やアンケートなど、同一コン

テンツまたは同一セグメントに対して同種のアノテーショ
ンが多数存在する場合、多数派または少数派の意見を優
先的に採用することが望まれる場合があるだろう。そこで
同じ属性値を持つ解釈が同一リソースに対するアノテー
ション群の何割を占めるかというパラメータを採用する。
同一コンテンツに対する複数のアノテーションの中か

ら一つだけを採用し利用する場合や、複数のアノテーショ
ンを用いて平均などの演算結果を採用する場合が考えら
れる。複数のアノテーションを利用する場合に必要となる
パラメータとして利用するアノテーション数を採用する。
各アノテーションについて、それぞれパラメータの上

限・下限値をユーザ自身が設定することで、雑多なアノ
テーションの中からユーザに合ったメタコンテンツを生
成する。これらのパラメータは基本的なものであり、実
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図 4: コンテンツからメタコンテンツへ

際にはアプリケーションの種類によって随時新規のパラ
メータを追加する必要もあるだろう。このように様々な
パラメータをユーザが設定することにより選択されたア
ノテーション群をメタコンテンツとする。
コンテンツの詳細な内部構造によってそのコンテンツ

のセマンティクスを表現する研究が複数存在する [5][16]。
それらの研究において多く見られるコンテンツの構造化手
法として、グループ化、階層化が挙げられる。Annphony
では ElementPointerと複数の主語を記述することにより、
コンテンツの任意の箇所のグループ化に対応する。また、
コンテンツやアノテーションを一つのノードとみなし、
それらの関係をツリー形式で記述し、そのツリーを利用
する機能を備える。さらに、アノテーションの基本構造
として RDFを採用しているため、他のコンテンツとの間
の関係をグラフ構造で記述することもできる。Annphony
はこれら 3つの構造をコンテンツのセマンティクスとみ
なし、選択したアノテーション群からこれらの構造を形
成する。またそれらの構造を扱うための APIを用意して
メタコンテンツ処理を支援する。

3. メタコンテンツがもたらす効果
Annphonyでは任意のコンテンツに対するアノテーショ

ンを取得できるため、図 4のように任意の種類のコンテ
ンツに対応するメタコンテンツを生成することができる。
メタコンテンツという統一した形式により様々な種類の
コンテンツを扱えるようになり、異種類のコンテンツを
を横断的に利用する処理が容易に実現できる。具体的な
応用例としては、例えばビデオのテロップに対するアノ
テーションに、テキスト処理のために定義されたアノテー
ション定義を利用するなど、異種コンテンツ間でアノテー
ションを共有し、互いに利用したり、音楽プレイリスト
を拡張した音楽に限定されない、複合メディアのプレイ
リストを作成・配信するマルチメディア・プレイリスト
など、従来困難であった複数のコンテンツのセマンティ
クスを考慮した統合メディア処理が実現されるだろう。
またアノテーションは、人間がコンテンツに対し詳し

い意味記述を行うものである。そのため大量のアノテー
ションを用いてその解析を行うことにより、リソースの

分類体系やその関係、推論のためのルールなどを定義す
るオントロジーの構築を実現できる可能性を秘めている。
トピックマップ [17]ではリソース全体についてのオン

トロジー構築を目指しているが、コンテンツの任意の箇
所を分節化する ElementPointerは、より詳細なオントロ
ジーの構築に役立つと期待できる。また Web における
様々なコンテンツにまたがる意味関係情報を含むメタコ
ンテンツが増加することになるため、メタコンテンツを
利用したWeb上に存在する様々なリソース全体に関する
横断的なオントロジーを構築することが期待される。

4. 終わりに
本稿では、アノテーションを基に Web 上に存在する

様々なデジタルコンテンツに関する意味情報を横断的に
扱うメタコンテンツという概念を提案し、メタコンテン
ツ処理を実現するためのアノテーションプラットフォー
ム Annphonyについて述べた。
今後はネットワーク上に Annphonyが複数存在する分

散環境における協調機能やアノテーションのアクセス・
編集ポリシーについて検討すると共に、実際にメタコン
テンツによる応用を実現していく予定である。
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